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は じめに

1993年6月9日 、皇太子(浩 宮)と 小和田

雅子 さんの 「結婚の儀」が行われた。現代風

俗研究会 ・東京の会の短期 プロジェク ト 「皇

太子御成婚"あ やか り隊"」(1)で は、「御成

婚」 をめぐるさまざまな風俗現象の収集 を試

みた。「御成婚」 についての風俗研究 を通 じ

て、象徴天皇制 をめ ぐる日本人の意識や行動

を把握 しようというのが最終的な大きな目標

である。本稿は、その調査活動の一環 として

行われたアンケー ト調査の結果の一部を報告

するものである。

調査方法

1993年6月5日 、下記のような調査票を現

代風俗研究会(以 下 「現風研」 と省略)の 会

員全員(490名)に 郵送 した。その結果、返

送料は回答者負担であったにもかかわらず、

7月 末 日までに、152通 の回答 を得 られた

(会員の家族 ・知人19名 を含む)。 またこれに

加えて、教育機関に勤務 している会員に、生

'徒 ・学生への調査を依頼 したところ、関東 と

関西を中心に大学14、 短期大学8、 専門学校

4、 高等学校3、 中学校1、 合わせて30校 か

ら、2659通 の回答が集 まった(調 査はいずれ

も6月 中に行 われてい る)。 合計す る と、

2811通 という予想をはるかに上回る数に達 し

た。

質問紙の内容は以下の三問か らなる、きわ

めて単純で簡単なものである。

1.1993年6月9日 は どの よ うにす ご しましたか?

時間 に沿って くわ しく書いて下 さい。[一 時間刻 み

のタイムテーブル(省 略)を 示 し、いた場所、行

動、接 触 したマ ス メデ ィア(テ レ ビや ラ ジ オ番

組 ・新 聞等)を 書いて もらう。]

2.「 皇太子御成婚」についてあなたのまわ りでどの

ようなことが話題 にな りま したか?話 題 になっ

た ことが ら、あなたの知っている情報 や うわ さを

教 えて下 さい。

3.「 皇太子御成婚」 について、あなたは どう思い ま

すか?感 想 をお聞かせ下 さい。

2、3は 完全 な自由記述、1も 形式 を指定

しただけで、基本的には自由記述である。回

答者の属性 としては、性別、年齢、住居地、

職業 ・勤務先 ・学校名をきいている。

結 果

本 稿 で は、 前 稿(市 川 孝 一 、1993)と 同様

に、 神 戸 のA大 学(23、 女 性 の み)、 埼 玉 の

B大 学(124、 男53・ 女71)、 東 京 のC専 門
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学校(236、 女性のみ)の 計383票 に基づいて、

今回は質問3の 回答結果 に焦点を絞 ってその

内容を紹介する。回答の性格上、具体的な回

答例を原文そのままの形で、で きるだけ多 く

紹介 してい くことにしたい。

〈高い回答率〉

回答の具体的な内容 に入る前に、回答の全

体的な傾向に簡単にふれておこう。問3に 対

して、回答の記入のなかったものは383票 の

うち、わずか11票 である。問2以 上に高い回

答率で、回答項目数は総数で、575に も達す

る。各回答者、平均1.5項 目のコメン トを記

入 していることになる。全体 として、非常に

高い回答率で、今回の調査は 厂真面目な」回

答者に恵まれたことになる。

〈話題 と評価〉

問3は 、その質問からも明らかなように、
「皇太子御成婚」 について、回答者が どんな

感想 を抱いたのか、それをどう評価 したのか

を聞こうとしたものである。それに対 し前稿

で考察の対象 にした問2の 場合は、人々の問

でどんなことが話題となり語 られたのか、ど

んな言説が人々の問を飛びかったのかを知ろ

うとした ものであった。

表一1話 題 ・うわ さのカテゴ リー(数 は実数)

ファッシ ョン122パ レー ド

結婚の評価55天 候

外見の美 しさ39あ やか り

顔 ・笑顔16金 箔ダ ンス

雅子 さんの変貌18休 日

全 体 の 印 象 ・パ シ ョコラ

フォーマ ンス10金 色の公衆電話

学歴 ・経歴10

知性5ヴ ァージニテ ィ

性格4皇 室 と性

身長22過 去の男関係

プロポーズの言葉15ア トピー

皇室の生活12エ ステ

子 ども9

紀子 さん との比較9

美智子皇后 との比較7

過剰報道15

過剰警備10

税金10

52

37

27

19

14

10

4

9

9

5

5

4

調 査 をす る側 の 意 図 と して は、 問2で 「話

題 と うわ さ」 を、 問3で は 「結 婚 に対 す る評

価 」 を 聞 こ う と した わ け で あ る。 と ころ が 、

問2の 集 計 結 果(表 一1)か ら も明 らか な よ

う に 、 問2の 回 答 の 中 に す で に 内容 的 に は問

3の 回 答 に 当 た る もの 、 つ ま り 厂結 婚 の 評

価 」 に 関 す る も のが 含 まれ て い た とい う こ と

で あ る 。 しか も量 的 に もか な りウ エ イ トを 占

め て い た の で あ る 。 この 点 に 関 して は後 で ま

た改 め て ふ れ るが 、 問3の 回答 の 内容 に入 る

前 に 一 言 断 っ て お きた い 。

〈肯 定 的 評 価 〉

問3の 回 答 の 中 で は、 結 婚 に対 して 肯 定 的

な評 価 を下 す もの 、 好 意 的 な感 想 を述 べ る も

の が 、177件(実 数 一 以 下 同 様)と 圧 倒 的 に

多 か っ た 。 簡 単 に い って し ま え ば 、 「お め で

た い 」 「良 か っ た」 「喜 ば しい こ とだ 」 と い う

よ う に 、 厂祝 意 」 や 「賛 意 」 を示 す も の で あ

る 。

個 々 の 回答 は 、 バ ラエ テ ィに富 み 表 現 もさ

ま ざ まで あ る。 前 稿 で も述 べ た よ う に、 こ の

種 の 調 査 で は 、量 的 な もの は あ く まで も ひ と

つ の 目安 で あ っ て 、 重 要 な の は 回 答 の 内 容 そ

の もの で あ る。 れ そ れ の 表 現 に込 め られ た微

妙 なニ ュ ア ン ス とい った もの に意 味 が あ り、

資 料 的 な価 値 もそ こ にあ る もの と思 わ れ る 。

以 下 、 具 体 的 な 回 答 例 を い くつ か 見 て い くこ

と に した い。

ひ とつ ま と ま っ て 出 て く る も の は 、 「良

か っ た と思 う」(女 ・18歳)、 「よか っ た、 よ

か っ た 」(女 ・19歳)、 厂よか っ た ネ 。」(女 ・

19歳)、 「い い と思 い ます 」(男 ・20歳)の よ

う に 、 とに か く 「よか っ た」 と一 言 端 的 に コ

メ ン トす る もの で 、 同種 の表 現 は10件 を越 え

る。 「ま っ、 い い ん じゃ な い ス か 」(女 ・19

歳)、 「お め で と う ご ざ い ます 。 お 幸 せ に 。 と

りあ えず よか っ た の で は な い で し ょ うか 。」

(女 ・18歳)の よ うな 、 と りあ え ず よ か っ た

とい う回 答 もあ る。

次 は 、 「お め で た い こ とだ と思 う」(女 ・20
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歳)、 「め で た い 、 め で た い 」(男 ・19歳)な

ど単 純 に 祝 意 を表 明 す る もの 。 こ れ に 「祝 福

す べ き こ と だ と思 い ます 」(女 ・20歳)、 「喜

ば しい こ と だ と思 う」(女 ・19歳)が 加 わ り、

さ ら に 「心 よ り祝 福 して お り ます 」(女 ・18

歳)、 「お め で と う、 ほ ん と うに よか っ た ね 。」

と い う新 婦 の 友 人 の 祝 電 の よ うな 回 答 もあ わ

せ る と、 こ の グ ル ー プ も10件 を越 え る。 「早

く結 婚 し て い た だ き た か っ た の で 、 う れ し

い 。」(女 ・19歳)、 「や っ と結 婚 で きて 、 ほ っ

と し た。」(女 ・19歳)、 「天 皇 家 も これ で 一 安

心 した こ とだ ろ う。」(男 ・20歳)の よ う に、

ま るで 「親 戚 の お じ さん 」 の 言 葉 の よ うな も

の もあ る。

「幸 せ そ う で 良 か った 」 と い う回 答 もひ と

つ の ま と ま りを 作 っ て い る 。 「お 二 人 と もす

ご く幸 せ そ うで 、 す ご く 良 か っ た と思 い ま

す 。」(女 ・18歳)、 「幸 せ そ うで い い と思 う。」

(女 ・19歳)、 厂仲 良 くて よ か っ た。」(女 ・18

歳)な どが そ れ で 、7件 あ る 。

回 答 が 単 純 な もの を先 に 紹 介 し た が 、 〈肯

定 的 評 価 〉 の 中 で 圧 倒 的 に 多 い の は、 「皇 太

子 が 結 婚 で きて よか っ た」 とい う もので 、 こ

れ が こ の分 類 項 目の 回 答 の大 半 を 占め る。 さ

ら に こ の 中 の 回 答 の 多 くに は 、 「や っ と」 と

い う表 現 が 含 ま れ るの で あ る 。

「や っ と皇 太 子 様 の 結 婚 相 手 が 見 つ か っ て

良 か っ た と思 う 。」(女 ・18歳)、 「や っ と結 婚

で きて よ か っ た ね!」(男 ・20歳)、 厂な か な

か ご結 婚 で きず 、 目標 の30歳 も過 ぎ、 ど う な

る こ とか と思 っ て い ま した が 、 や っ と きれ い

な 奥 さ ん を も ら え て よか っ た と思 い ま す 。」

(女 ・18歳)、 厂日本 の トッ プ に 立 つ 人 が30過

ぎて も結 婚 で き な い な ん て 格 好 悪 い と思 っ て

い た 。 で も や っ と結 婚 で き て 本 当 に 良 か っ

た 。」(女 ・18歳)な どが代 表 的 な答 。

こ の 中 に は 、 「弟 さ ん の 方 が 先 に 結 婚 な

さ って し ま っ た の で 、 ど うな る こ とか と思 っ

て い た が 、 無 事 結 婚 で きて よか っ た。」(女 ・

19歳)、 「秋 篠 宮 の 方 が 先 に結 婚 して い た の で 、

皇太子妃 も決 まって よかった と思 った。」

(女 ・18歳)な どのように、弟(秋 篠宮)と

の関係 に言及する ものが6件 あった。「長幼

の序」とで もいうべき発想 ・意識がこういう

若い世代にも見 られるのは意外であった。

その他 には、「めったに見 られないものを

見 たから、ちょっと嬉 しい」(女 ・18歳)、

「30年に一度 くらいの割合 で しか見 れない

『皇太子御成婚』 を見れてよかったと思 う。」

(女 ・18歳)、 厂…私がこの歴史的瞬間に今い

るこ とを嬉 しく思 う」(女 ・18歳)な ど、

めったにない大イベ ントに居合わせたことを

喜ぶ答が、9件 もある。

また、「華やかな御成婚だった。」(女 ・18

歳)、 「とても良い御成婚だったと思います」

(女 ・18歳)な どと、「結婚の儀」 というイベ

ント自体を肯定的に評価す るものが、7件 。

さらに 「時代 をさかのぼるとともに、古き

時代絵巻を見ることがで きた。礼儀作法を重

んじる日本人の心があ らわれていた。」(男 ・

20歳)、 「平安朝 の風 習(十 二 単衣 そ の他

諸々)を 今に残 している、という点について

言えば貴重だと思う。」(女 ・20歳)な ど文化

や伝統 に言及 したものが5件 あった。

最後にひとつの代表的パ ターンとして、長

めのコメ ントを2例 引用 しておこう。「皇太

子様は本当に自分のお好 きになった方でなく

ては、御結婚なされない方だということがわ

かったので、立場は私たちとは違いますが、

心は同じだということが伝わってきました。

30歳 を過 ぎて しまいましたが、納得のいく相

手が見つかってよかったと思います。また雅

子様 も皇太子様 のお気持ちに答えられて、良

かったです。これからのお二人の生活 ・行動

に注意 して見守ろうと考えています。ぜひお

幸せ になって頂 きたいです。」(女 ・18歳)、
「最初、雅子さんがお妃候補 としてテ レビに

現れた時はひどく迷惑そうな顔で足早 に通 り

過 ぎていった場面が特に印象にあります。そ

れが皇室会議で正式にお妃 と決まった時か ら
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は、今 まで隠れていた 『気品』 というものが

ひしと感 じられました。そんな雅子様をお好

きになられた皇太子様 にとって、また陰で支

えて下さった方にも6月9日 という一 日は、

とても長い一 日だったと思います。これから

雅子様 は皇族 として、また皇太子妃 としてと

てもつらいことがあるか もしれません。 しか

し、皇太子様 となら必ず良い家庭が築けると

思います。パ レー ドの時の雅子様の笑顔、と

て もお幸せそ うで した。いつ まで もお幸せ

に!!」(女 ・18歳)

これを読んで、どこかで似たようなせ りふ

を聞いたことがあると思った人は少なくない

だろう。何のことはない、これは結婚式のス

ピーチなのである。 しか も、新婦の友人のス

ピーチに良くある典型的パ ターンがこの種の

ものなのである。この点が興味深い。

〈否定的評価〉

否定的なコメントは、57件 ある。前に述べ

たように、前稿で紹介 した問2の 回答の中に

は、内容的には、むしろ問3に 対する回答に

含めるのがふさわ しい 「結婚の評価」に関す

る答が多数含 まれていた。

さらにその中で も、否定的なものは多 く、

それらは、"こ の結婚はこれで本当によかっ

たのだろうか"と いう 「結婚への疑問」を呈

するものや、本人(雅 子 さん)の 意思に反 し

て無理や り進め られた 〈強制された結婚〉で

はなかったか という 「結婚への疑念」を表明

するものに集約された。

ここで否定的評価 とカテゴリー化 された回

答は、当然のことながら内容的にはそれ らの

ものと重なってくる。結婚への疑問や疑念は、

「本当に好 きなのか」「幸せ なのか」 「無理や

りではないか」、にまとめることができる。

代表的な具体例 には次のようなものがある。

「皇太子は雅子様 をずらと好きだったの

で、結婚 してよかったが、雅子様 は本当に皇

太子を好 きだったのかギモ ンに思う。」(女 ・

18歳)、 「学校 も休みになってあ りがたいけど、

雅 子 さ ん は本 当 に皇 太 子 様 の こ と、 好 きな の

だ ろ うか?」(女 ・18歳 〉

厂… 自分 が 素 直 に 思 っ た こ とは
、 雅 子 様 は

本 当 に幸 せ な の か?他 に好 きな 人 が い た の

で は な い か?」(女 ・18歳)、 「特 に何 も思 い

ませ ん が 、雅 子 さん は本 当 に幸 せ な の か な と

少 し疑 問 を感 じ ます 。」(女 ・21歳)

「雅 子 さん が 本 当 に望 ん で お 嫁 に い っ た の

か 疑 問 。 周 囲 の 人 間 に た の み こ ま れ て お嫁 に

行 った の で はな い の で し ょ うか 」(女 ・20歳)、

「や っ と結 婚 で き た か な … っ て い う、 で も ム

リヤ リの よ う な気 もす る 。 皇 太 子 に"結 婚 し

て くれ"と い わ れ た ら、絶 対 こ と わ れ な さそ

う。」(女 ・18歳)

否 定 的評 価 の 中で 、大 きな ま と ま り を作 っ

て い る の が 、 結 婚 へ の異 義 申 し立 て 、何 らか

の ク レイ ム をつ け る もの で あ る。 こ れ らの 回

答 の キ ー ワ ー ドは、 「もっ た い な い 」 「か わ い

そ う」 「惜 しい」 「残 念 」 で あ る。

具 体 的 に はつ ぎの よ う な もの だ 「雅 子

さん は とて も きれ い で 、皇 太 子 様 に は も っ た

い ない と思 っ た。」(女 ・18歳)、 「別 に な ん と

も思 わ な い 。 で も、 雅 子 様 が 頭 が 良 くて 、 お

金 持 ち で 、 美 人 で 、 キ ャ リ ア ウ ー マ ン で 、

カ ッコ イ イ の に少 し皇 太 子 様 に は も った い な

い と思 った 。」(女 ・18歳)

「私 は
、 本 当 に雅 子 さ ん が か わ い そ うだ と

思 い ま した 。」(女 ・18歳)、 「雅 子 さん が 皇 族

に な る と、 雅 子 さん は 自分 の 家 族 か ら離 れ て

し ま うん だ と思 う と、 少 しか わ い そ う に思 っ

た。」(女 ・18歳)、 「雅 子 さ んが 皇 室 に入 る の

で 、 これ か ら彼 女 は 苦 労 す る ん だ ろ う な あ と

思 い気 の 毒 だ った 。」(女 ・19歳)

「雅 子 様 は あ ん な に美 人 で 頭 が 良 い の だ か

ら、 も っ とか っ こい い 人 と結 婚 で き た の に惜

し い と思 う」(女 ・18歳)、 厂… 雅 子 さ んが 外

務 省 をや め て し まわ れ た こ とが惜 しい よ うに

思 い ます 。」(女 ・19歳)、 厂有 望 な 人 材 を失 う

こ と に な る の が 残 念 。」(女 ・18歳)

これ らす べ て を ま とめ た よ うな 回答 と して 、
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次のような例がある。 「皇太子 と雅子様

が結婚することが決まった時、一言 『つ り合

わない』 と思った。皇太子 には悪いけれど、

背 も低い し、雅子様の方が背が高 く、とって

も美人なのに、はっ きりいって皇太子 には

もったいないと思 う。皇室に嫁いだ雅子様は

かわいそうで、一人で生 きていける人なのに

そ して美人だし、い くらで も男性が来ると思

うのに本当にもったいない。 この先雅子さん

の人生が明るい一生であってほしい。」(女 ・

18歳)

否定的評価の中には、数は少ないが 「天皇

制」にまで思いを馳せる(?)次 のようなコメ

ン トもある。 「最初は漠然 と結婚おめで

とうという気持 ちだったが、夜パ レー ドの様

子 をTVで 見て怖い ものを感 じた。19万 人も

の人が、 日の丸を片手にあれだけさわいで、

その風景を見て戦争時の軍国主義、天皇主権

という言葉が頭 に浮かんだ。り い最近 も日の

丸は国旗か という論争 もあったばかりだし。

それと、雅子 さんのお母様の"お 国のために

……"と い う言葉も頭に残 っている。象徴 と

しての天皇 とはいったい何なのだろう。天皇

制 とは…… と考えさせ られた。」(女 ・21歳)

以上が、狭い意味の 「結婚の評価」に関す

る 「肯定的意見」及び 厂否定的意見」である。

これはいわば結婚そのものに関するコメント

なのだが、問3に 対する回答の中にはそれ以

外にもさまざまなコメン トが見られる。それ

らは今回の結婚にまつわるさまざまな事象に

関する言及で、こちらは広い意味の 厂結婚に

表一2

過剰報道

休 日

外見の美 しさ
パ レー ド

税金

ファッン ヨン

顔 ・笑顔

紀子 さんとの比較

学歴 ・経歴

57子 ども

28雅 子 さんの変貌

20プ ロポーズの言葉

17過 剰警備

13天 候

13美 智子皇后 との比較

12身 長

11全 体の印象

9あ やか り

8

7

6

5

5

4

3

2

1

関する意見や感想」ということになる。

それらの中には、内容的に見ると前稿で使

用 したテーマ別分類 と重なるもの も多 く含 ま

れている。その意味では、同じ分類項 目を適

用 した場合に、問3の 回答ではそれらが各々

どれだけの件数になるかをまず見てお くこと

が便利かもしれない。(表一2参 照)

〈過剰報道批判〉

表一2か らわかるように、ここで圧倒的に

多かったのは、過剰報道に対する批判的コメ

ン トである。表現に多少の違いはあるが、要

するに 「マスコ ミの騒 ぎ過 ぎ」 「や り過 ぎ」

を批判 ・非難する意見である。

「あま りに過度過 ぎる。どのテ レビ局 も同

じ絵 しか映っていない。」(男 ・20歳)、 厂マス

コミが騒 ぎ過ぎ。一 日中TVで 生中継 し、特

別番組を作る必要があるのか。」(女 ・20歳)、

厂一 日中教育テレビをのぞいてほとん どのテ

レビ局で 『皇太子御成婚』の様子を報道 して

いましたが、夜 になるにつれて飽 きるので、

"NHK総 合だけにしてほしい
。」(女 ・18歳)、

「ほとんどのTVが 御成婚の番組でつ まらな

かった。ち ょっ とや り過 ぎだ と思った。」

(女 ・18歳)な どが代表 的なもので、これが

ひとつのまとまりを作っている。

〈過剰報道批判〉 には、単 に報道の量的過

剰 を批判するだけではなく、「報道姿勢」厂報

道のあ り方」を批判するコメントも含 まれて

いる。このグループには次のような回答があ

る。

「報道に関して言 うな ら、 日本 の報道は全

くきれいごとばか りだったのがふに落ちな

い。」(女 ・21歳)、 マス コミの報道にかな り

疑問が残る。なぜ良いことばか り並べて報道

しているのだろうか。同 じ人間なのだから、

あんなにダラダラと報道するのはバカバカし

い。どうせやるなら裏の行動を見せろ。その

方が人間味があって よい と思 う。」(男 ・19

歳)、 「象徴 としての皇族 なのに、その儀式が

閉鎖的であ り、異常なまでの手厚い対応をし
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た 政府 や 報 道 に は何 か し ら不 快 感 を覚 え た 。」

(男 ・20歳)。

厂報 道 が あ ま りに も奥 様 向 け と い う か
、 で

き過 ぎ た話 ば か り持 ち 出 してつ ま ら な か った 。

雅 子 様 を聖 人化 し過 ぎて い る 。 マ ス コ ミが ど

う に か 流 行 を 作 り 出 そ う と し て い る様 子 が

痛 々 し か っ た 。」(女 ・19歳)、 「マ ス コ ミ に

よ って 変 に イ メ ー ジづ け られ て い るの を感 じ

て 、興 ざ め して し ま う部 分 もあ った 。」(女 ・

20歳)。

「御 成 婚 は 、 とて もお め で た い こ とだ と思

うが 、 そ れ に 関 して の 報 道 熱(マ ス メ デ ィ ア

の異 常 な ま で の対 応)に は驚 い た と と も にバ

カ ら しい と思 った 。 ま た司 会 者 や ゲ ス トの 意

見 ・感 想 が あ ま り に大 げ さ過 ぎ て 、 『こ の 人

達 は本 当 に祝 福 して い る の だ ろ うか?』 と疑

わ ざ る を得 な か った 。」(女 ・20歳)、 厂雅 子 さ

ん や皇 太 子 の友 人 、 見 た入 、 ア ナ ウ ンサ ー な

どの歯 の 浮 く よ うな 言 葉(装 飾 過 剰)に 少 々

う ん ざ り。」(女 ・20歳)、 「情 報 操 作 の 疑 い を

感 じた 。」(男 ・20歳)。

以 上 の よ う な マ ス コ ミ批 判 を紹 介 して い っ

た ら き りが な い が 、 〈過 剰 報 道 〉 と い う分 類

項 目に は 、 マ ス コ ミ と受 け手 が 一体 と な っ た

「大 騒 ぎ」(フ ィー バ ー!)に 関 す る コ メ ン ト

も含 め た 。 次 に上 げ る よ う な もの が 、 そ の代

表 的 回答 で あ る 。

「人 の結 婚 に ど う思 う もな い け ど、 日本 中

で あ れ ほ ど騒 ぎ立 て る こ と は な い と 思 う」

(男 ・20歳 〉。 「世 の 中 の 人 た ちが 、 何 で あ ん

な フ ィ ー バ ー して し ま うの か と て も不 思 議

だ っ た 。」(女 ・19歳)、 「な ん か 、 報 道 のバ カ

を見 た よ う な気 が す る し、 そ れ に つ られ て い

るバ カ な 人 が あ ん な にい る こ とが わ か っ て 、

か え っ て 良 か っ た 。」(女 ・22歳)

「マ ス コ ミ報 道 が あ れ ほ どす ご くな けれ ば
、

『雅 子 さ ん フ ィ ーバ ー』 とい う もの は起 こ り

得 な い だ ろ う。 とに か く、 マ ス コ ミの 報 道 に

よ って 盛 り上 げ られ た もの で あ り、何 か マ ス

コ ミに盛 り上 げ られ る よ う に しむ け られ て い

る よ う な感 じが した。 も し普 通 の 記 事 の よ う

に しか 取 り扱 わ れ て い な か っ た ら、 果 た して

盛 り上 が る か ど うか 疑 問 で あ る 。」(男 ・20

歳)、 「結 婚 され る こ とは お め で た い こ とな の

で 、 国 民 と して は喜 ぶ べ きこ とだ と思 うけ ど、

マ ス コ ミや 国 民 全 体 が 異 常 な ほ どの 騒 ぎ よ う

な の で 、 外 国 か ら 白 い 目で 見 られ て い た こ と

が気 にか か る 。 皇 太 子 の御 成 婚 も大 切 な こ と

だ け ど 、 日本 に は今 や ら な け れ ば な ら な い

も っ と 大 切 な こ と が あ る と思 う。」(女 ・18

歳)。

〈過 剰 警 備 〉 〈税 金〉

批 判 的 見 解 ・意 見 と い う く く り方 をす る と

そ こに は、 「過 剰 警 備 」(5)、 「税 金」(13)とい う

項 目 も入 っ て くる こ と に な る。 問2の 回答 の

中 に も、 こ の テ ーマ は含 ま れ て い た が 、 問3

の 回 答 で は特 に 「税 金 」 の 項 目で厳 し い批 判

の コ メ ン トが 目立 つ 。

「国民 の税 金 を何 十 億 と使 う ぐ らい な らば
、

雲 仙 の か わ い そ うな 人 達 に家 を建 て て あ げ て

ほ しい 。」(女 ・18歳)、 「社 会 で は 、不 景 気 な

の に何 億 もか け て そ れ も税 金 を使 っ て(結 婚 、

い く らお め で た い か ら って)日 本 中 で み ん な

の 目に 見 え な い で苦 労 して い る人 の こ と も知

ら な い の に、 堂 々 と しか も全 部 の 放 送 局 で 放

送 しな い で ほ しい 。」(女 ・18歳)

「何 十 億 とい うお 金 をか け る ほ ど、 あ ん な

た くさ ん の 警 官 が 守 るほ ど、 あ の2人 は立 派

な 人 間 な の で し よ うか?な っ と くい か な い

で す 。」(女 ・18歳)、 「30過 ぎの 男 が 結 婚 した

か ら とい って 、 国 中 あ げ て 、 お 祭 り騒 ぎす る

こ と は な い(た とえ 皇 太 子 で も)。 金 の使 い

過 ぎだ 。 税 金 返 せ 。」(女 ・20歳)

「た っ た1日 で 何 十 億 もの お金 が 消 え た の

か と思 う と、 何 の た め の 税 金 なの か と考 え さ

せ られ る 。 皇 太 子 様 の御 成 婚 はお め で た い こ

と だ とは 思 う け れ ど、 日本 の 象 徴 とい うの は

誰 が 決 め た わ けで もな い し、 た だ生 ま れ な が

ら に そ の 家 系 で あ っ た とい うだ けで こ ん な に

大 々的 に御 成 婚 の儀 が 行 わ れ 、納 得 の い か な
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い面 が 多 い と思 う。 何 故 そ ん な に も喜 ば な け

れ ば な ら な い の か 、 私 に は わ か りませ ん 。 日

本 の 制 度 の し くみ が よ くわ か ら な くな り ま

す 。」(女 ・19歳)

〈休 日〉

表 一2で 次 に 数 が 多 い の は、 「休 日」 の28

件 で あ る。 こ れ は い か に も学 生 ら しい 答 と

い っ た もの で 、 そ の 大 半 は 、 厂休 み に な っ て

良 か っ た」 厂休 み に な っ て うれ しか っ た」 「休

み に な っ て ラ ッキ ー だ っ た」 な どの他 愛 の な

い 内 容 の もの で あ る 。

た だ こ の 中 に も、 少 数 なが ら批 判 的 な意 見

も見 られ る 。 そ れ は 「休 日」 に 、何 らか の 疑

問 を呈 す る次 の よ うな 意 見 で あ る 。

「私 と して は 学 校 が 休 み に な っ た の は ラ ッ

キ ー と思 い ま した が 、休 日 にす る の は や り過

ぎで は な い か と思 い ま した 。」(女 ・19歳)、

「6月9日 っ て
、 だ か ら 大 学 が 全 休 講 だ っ た

の で す ね 。 大 学 を休 ませ て しま う結 婚 式 って

どん な もの だ っ た の だ ろ う?」(男 ・21歳)、

「国 の 次 期 象 徴 が 結 婚 な さ り、 ま た そ の 相 手

が 雅 子 さ ん と立 派 な方 で あ る こ とは 、 とて も

喜 ば しい こ とだ し、 こ れ か ら も頼 も し く感 じ

て い る。 しか し、 そ の 日が なぜ 祝 日に な ら な

くて は な ら な い の か わ か ら な い 。 疑 問 だ 。」

(女 ・19歳)

〈無 関 心 〉

表 一2の そ の 他 の 項 目 は 、 問2の 回 答e

「話 題 」 と して 前 稿 で 扱 っ た もの と内 容 的 に

重 くな って くる。 した が って 、 具 体 的 な 回 答

表一3そ れ以外の項 目

無
皇
力
家
激
皇
自
天
皇
そ
無

関

ッ プ

太

皇
太
の

回

心
室
ル
族

励
子
分
制
后
他
答

33

16

13

8

8

6

5

4

1

26

11

例 を紹 介 す る こ と はあ ま り意 味 が ない の で 、

こ こで は、 表 一3の 「そ れ以 外 の 項 目」 に 注

目 して み た い。

こ こで トップ とな って い る の が 、 「無 関 心 」

(33)と い う項 目で あ る 。 こ の 分 類 に 含 ま れ

る も の は 、 も う少 し細 か く言 え ば 、 「自分 に

は 関心 が ない 」 「自分 に に は 関 係 が な い 」 「自

分 に は興 味 が な い」 とい う コ メ ン トで あ る 。

具 体 的 な 回 答 例 と して は次 の よ うな もの が

あ る。 「あ ま り皇 室 の こ と に は 関 心 が あ

りませ ん 。」(男 ・20歳)、 「い つ 結 婚 す る の か 、

ど ん な 人 と結 婚 す る の か と思 っ て い た わ りに 、

実 際 決 ま って み る と、 自分 と は直 接 か か わ り

の な い こ とな の で 、 あ ま り関 心 を持 た な か っ

た 。」(女 ・18歳)、 「老 年 の か たが た が と て も

感 激 して お られ る の を見 る と若 者 は冷 め て い

る な あ と思 い ま したが 、 あ ん ま り関心 あ りま

せ ん で した 。」(女 ・20歳)

「私 は別 に興 味 が な い の で
、 結 婚 した ん だ

な あ ぐ らい しか 思 い ませ ん で した。」(女 ・18

歳)、 「皇 太 子 が ど ん な 人 と結 婚 し よ う と 、 日

本 は変 らな い と思 う の で 、 興 味 な し。 で も雅

子 様 に は幸 福 に な っ て も らい た い。 これ か ら

は苦 労 しか な い 人 生 だ と思 うか ら。」(女 ・18

歳)

「自分 と は あ ま り関 係 の な い こ と。」(女 ・

20歳)、 「自分 が 結 婚 す る わ け で もな い し、友

達 が 結 婚 す るわ けで もな い の で 何 と も思 わ な

か っ た0」(女 ・19歳)、 「特 に喜 び も感 動 もな

い 」(男 ・20歳)、 「別 に 僕 は 、 天 皇 崇 拝 者

じ ゃ な い の で 、 皇 太 子 が結 婚 して も、 赤 の他

入 の カ ップ ル が 結 婚 した の と な ん ら変 わ りは

あ りませ ん 。」(男 ・20歳)

回 答 の総 数 か ら言 え ば 、 そ れ ほ ど大 き い数

と は言 え な い が 、 こ れ が 明 らか に ひ とつ の ま

と ま りを持 った 回 答 群 と して 存 在 して い る こ

とが 興 味 深 い 。 こ こ か ら、 若 者 の 「気 分 」 の

一 端 は伺 え る よ う な気 が す るの で あ る
。

「そ れ 以 外 の 項 目」 で は 、 数 こそ そ れ ほ ど

多 くは な いが 「激 励 」 とい う分 類 に し た、8
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件 の 回 答 が お も しろ い。 これ は、 「雅 子 さ ん」

「皇 太 子 」 「雅 子 さ ん と皇 太 子 二 人 」 に 向 か っ

て 、 「頑 張 っ て ほ しい ゴ と エ ー ル を お く る

メ ッセ ー ジ で あ る。

例 え ば そ れ は次 の よ う な もの で あ る。

「雅 子 様 は こ れ か ら大 変 だ と思 う け れ ど 頑

張 っ て ほ しい と思 う。」(女 ・18歳)、 「雅 子 様

が 本 当 に 幸 せ に な れ ば い い の で す が 、 皇 太 子

妃 とい うの は苦 労 が多 い と思 う の で 頑 張 って

ほ しい で す 。 そ れ に も う後 戻 りは で き な い の

で 後 悔 の な い よ う に暮 ら して ほ しい で す 。」

(女 ・19歳)一

「こ れ か ら は皇 太 子 様
、 一 人 で は な く二 人

で頑 張 って ほ しい 。」(女 ・18歳)、 「とて も幸

せ そ うで う らや ま しい で す 。 二 人 と もこ れ か

ら は 大 変 な 面 が 数 々 あ る と思 い ます が 、 頑

張 って ほ しい と思 い ます 。」(女 ・18歳)

これ ら の 回 答 は、 ニ ュ ア ンス の 質 か ら言 え

ば 、 前 に 出 て き た 「結 婚 式 の ス ピー チ タ イ

プ 」 の コ メ ン トと重 な って くる。 何 が 興 味 深

くお も しろ い か と い え ば 、 これ らの 回 答 か ら

は 、 回 答 者 と二 人 との 「距 離 感 」 が 伺 え るか

らで あ る 。

考 察

以上、問3に 対する回答の概要 を見て きた

わけだが、これから何がいえるのだろうか。

狭い意味の 「結婚 の評価」では、「肯定的評

価」が 「否定的評価」を大 きく上回っている。

おおよそ、3:1の 割合である。全体的な傾

向を見るかぎり、回答者の多 くが、今回の結

婚に対 し好意的見解を表明し、単純に祝意を

示 していることには間違いない。

しか し批判的見解 ・批判的コメントという

ことになると、「過剰報道」「税金」「過剰警

備」などの項 目を中心 に、他の項 目もネガテ

ブなグルマプに入 って くる0そ うなると 「否

定的」「肯定的」の差 はもっと縮 まって くる

だろう。

特に、批判的コメン トが 「過剰報道批判」

に集中した点には注 目したい。前稿の結論の

ひとつ は、メディア天皇制め下での 「成熟 し

た受け手」の存在の指摘だったが、それはこ

こでも再確認できたことになる。

メディアを動員した特定の 厂物語」の押 し

つ けには反発 し、そう した 「神話」 や 「美

談」 の裏 にあ るうそ(=演 出)を 簡単 に見

破 って しまうのが、「成熟 した受 け手」であ

るが、問3の 回答 に見 られた 「過剰報道批

判」には、辛辣で的確 なマスコ ミ批判 ・メ

ディア批判が含まれていた。

そういった意味では、若者たちは、マスコ

ミの仕掛けに容易に乗ることもなく、総 じて

冷静な対応 をした という現実が浮かび上がっ

て くる。「マスコミが笛吹けど、受け手は踊

らず」 という状況であった。

もっとも、若者 という特定の世代に限った

ことではな く、今回の 「御成婚」が全体的に

「盛 り上が り」に欠けたということは、誰 も

が認める事実である。特 に、34年 前の美智子

妃(=現 皇后)の 「御成婚」に比べたらそれ

ははっきりしている。

二つの 「御成婚」の興味深い比較の試みが

ある(表 一4参 照)。 「沿道の人出」に集約 さ

れるように、美智子妃の時には、「国民挙げ

ての」 といった感 じの国民的レベルでの奉祝

ムー ドがあった。それは まさに 「ミッチー

ブーム」 という呼び名にふさわ しい一大ブー

ムであり、文字通 り 「フィーバー」であった

わけである。

それから見れば、今回はいたって静かなも

のである。 もちろん、時代や社会状況が違う

と言 えば確かにその通 りである。当時(1954

年)の 日本社会は、高度成長期に入 る一歩手

前の時期で、日本人全体の意識からして も、

まだひとつの 「国家的」イベ ント、一大ペー

ジェン トに、こぞって熱 中で きるだけのナ

イーブさを残 していた。

「御成婚」 を契機にテ レビ(白 黒)が 爆発

的に売れたというの も、戦後の日本人の生活
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表一4二 つの 「御成婚」 と時代背景

パ

レ

ー

ド

沿道の人出

警備動員数
パ レー ドの距離

昭和34年

53万 人

12,800人

8.8キ ロ

今 回

19万 人

30,000人

4.25キ ロ

暮

ら

し

テ レビ普及率

昭 和34年

23.6

(白黒)

平 成4年

99.0%

(カ ラー)

乗用車保有台数 33万 3,916万
一世帯の平均人数 4.14人

(昭和35年)

2.99人

(平成2年)

女性一人で生涯で 出

産する子供の数

2.04人 1.50人

髷熱欝学率優
15.0%

5.1

37.0%

40.8%

大学の初任給{晏 12,190円

11,080円

186,900円

180,100円

タクシーの初乗 り料

金(2キ ロ)

70円 600円

(6月 以 降)

電話加入回線数 322万 5,725万

国際定期航空便旅客
数

8万人 1,104万 人

(平成3年)

東京一(新)大 阪所要

時間(鉄 道)

6時 間40分

(10月以降)

2時 間30分

出 所)『 読 売 新 聞』1993.6.10

史を語る場合の欠かせないエピソー ドになっ

ている。美智子妃の時の 「御成婚ブーム」は、

厂消費革命」の波 にも乗ったわけである。 と

ころが、今 回はその種の 厂目玉商品」 もない。

い くつかの個々の商品が、「あやか り」で売

れた という事実はあって も、一般的な経済効

果 は期待できなかった。(2)

さらに美智子妃の場合、「国民的奉祝熱」

のボルテージを上げた大 きな要因のひとつと

して、厂民間から初の皇室入 り」 とい う事実

が持つインパ クトが強力に働いていた。しか

し、紀子さんのケースを経た今となっては、

それ自体のアピール度はぐっと低下する。

このように、今回の御成婚 を盛 り上が らな

くさせ る客観的条件 嫉い くつ もあったわけで

ある。いわば、「盛 り上が らな くべ くして、

盛 り上が らなかったのである」。

しか し、何 にもまして 厂盛上が らない」最

大の理由は、当事者たち自身にあった。亀井

(1993)の 次の指摘がまさに正鵠を射ている。
「今回の結婚に大衆が さしたるロマンを

感 じていないのが 『盛 り上が らない』最大の

理由なのです。」(3)

相思相愛のカップルからは自然にに じみ出

て くるエロスが感 じられないのである。相思

相愛 といっても、当事者たちの一時的な錯覚

かもしれないが、それでもないよりはあった

方がいい。人はもともと他人の幸福など喜ば

ないものだが、当事者がいいと言っている も

のは仕方ないと容認するし、そこにロマンが

感 じられれば共感 した りもする。

それはともかく、ロマンがない場合にはロ

マ ンを作 らなければならない。マスコミは、

「愛の物語」や 厂純愛神話」を仕立て上げる

ことに躍起になる。 「…マスコミは、な

んとか 『愛』の物語にしたがる。愛が無理な

ら 『思いや り』 とか 『お人柄』。あるいは一

人の女性を求め続ける男の情熱といった話に

して美談にしようとするのです。」(4)

しかし、「成熟 した受け手」が このような

作為 に乗るわけがない。それがあまりにも見
・えすいた ものであるだけに

、やればやるほど

受け手 をしらけさせて しまうという悪循環が

生 まれる。

しかも今 回の結婚ほど、ゴールインまでの

プロセスとその舞台裏が、万人の目に透けて

見 えて い るケース はない。悪 名高 い芸能

ジャーナリズムに追われる芸能人カップルで

も、 ここまで舞台裏(当 事者 の心の動 きま

で!)が はっきりと示 されて しまうケースは

少ないように思う。この点では、お気の毒 と

言 うしかない。ただこれが、「成熟 した受 け

手」のシラケをますます加速 して しまうこと

は否定 しようがない。

さて、最後に 「それ以外の項 目」に関する

考察 を短 くつ け加 えておこう。「無関心」 と

いう項 目がかなりのまとまった数 として出て

きたことは前に指摘 したとお りだが、これら

の答の伝えているニュアンスは、文字通 りた

だ単純に 「自分にはかかわ りがない」 という

ものである。
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「拒絶」 とか 厂否定」 とかいった含意のな

い、いわば純粋の 「無関心」なのである。た

とえて言 うなら 「冷たい無関心」ではない

「中立的な無関心」である。ここか ら伺われ

るのは、対象を冷た く無視する態度ではな く、
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

い わ ば 暖 か く無 視 す る態 度 で あ る。

そ して こ れ は 「激 励 」 とい う回 答 と も、 通

底 す る も の を持 って い る と言 っ て 良 い 。 「激

励 」 とい う 回答 に 見 られ る の は 、 対 象 と 自分

との距 離 の近 さ で あ る。 対 象 との 「距 離 感 」

の 小 さ さ、 「距 離 感 」 の な さで あ る 。 対 象 を

見 る 目線 が 、 同 じ高 さ=厂 水 平 」 で あ る とい

う こ とで あ る。 肯 定 的 評 価 の 中 に あ っ た 「新

婦 の友 人 の ス ピー チ タ イ プ」 の コ メ ン トも合

わせ て 思 い 出 して も ら っ た らい い 。

つ ま り、 こ れ は 簡 単 に い っ て し ま え ば 、

「親 しみ 」 とい う感 覚 で あ る
。 図 一1か ら も

明 らかなように、世論調査の結果などが示す

ところによると、一般的 に言 って も、近年

「皇室への親 しみ」 は高 まってきてい る。特

に最新のデータで見た時、女性の場合 は、各

世代まんべんな く(と いうことは、若い世代

も)高 いレベルを示 している(こ の点で雅子

さんの果たした役割は大 きいだろう)。

日本人全体の 「皇室への親 しみ」厂皇室へ

の親近感」の高さは、まぎれもない事実であ

る。ただ、一般の対人関係における個人の場

合でも、厂親 しみ」 と 「尊敬」 を受ける対象

は一致することは少ない。このあたりに、日

本人の皇室に対する意識の変容の行 き先 を示

唆す る ものがあ るよに思える。(5)そ して、

このささやかな調査の結果からも、その方向

は再確認できたと言えよう。

図一1皇 室へ の親 しみ

図 一1皇 室 へ の 親 しみ

出所)朝 日新 聞全国世論 調査 よ り作製

(「その他 ・答えない」は省略)

『AERA』1993.6.15
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注

(1)皇 太子 御成婚 「あやか り隊」 のメンバ ーは、本

隊員阿南透(江 戸川大学)、小林多寿子(浦 和短

期 大学)、 常見耕平(多 摩 大学)、準 隊員常見美

紀 子(昭 和女 子短期 大学)、 針谷 順子(学 陽書

房)、 及び筆者であ る。この企画 は、そ もそも本

隊員 の発案 に よる もので、各氏 には特 に感 謝 し

たい。 また、すべて ボラ ンテ ィアに もかかわ ら

ず多大 な協力 をいただいた、現代風俗研究 会の

会員の皆様 には深 く感謝いた します。

(2)「 大 ヒッ ト商 品は見当 らず一 国民 的慶事 『ご成

婚』 の景気刺激効果」 『AERA』1993.6.15

(3)亀 井 く1993)、p.33

(4)同 上、p.19

(5)読 売新聞全 国世論調査(全 国の有権者3000人 対

象、1993年1月 実施)の 、「皇室はどうあ るべ き

か」 とい う問 に対 す る 回答結 果 も次 の ように

なっている。 「今の ままで良い」(52.1%)、

「親 しめ る 皇 室」(31 .8%)、 「関 心 が な い」

(6.4%)、 「天皇制 は廃止」(5.3%)「 威 厳ある皇

室」(3.2%)、 厂わか らない ・無 回答」(1.2%)

(『読売新聞』1993.6.9)
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